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      授業書《地球のなぞとき》             

               〈 8版 〉 

                            西村寿雄 

  この授業書は, 第 1 部〈地球のなぞ〉, 第 2 部〈地球磁石のなぞとき〉

第 3 部〈プレートのなぞとき〉に分かれています。1930 年代のウェーゲ

ナーの大陸移動説,からギルバートの地球磁石の研究をふまえ, 地球科学

者が明らかにしてきた《地球のなぞとき》の過程が共体験できるようにし

ています。特に後半は, 日本の科学者の活躍で地球物質移動の根源的解明

が進んできたお話も取り入れています。  

この授業書は1971年作成（1983年改訂）していた《地球の科学》授業

書案を大きく改訂し， 新たに《地球のなぞとき》として公表したものです。 

最初の《地球の科学》授業書案では，ウェーゲナーの大陸移動説とその〈復

活劇〉，そして当時の新説であったプレートテクトニクス論を取り入れてい

ました。当時担任していた6年生の子どもたちはダイナミックな地球科学

のドラマを嬉々として楽しんでくれました。 

ところが，しばらくして「プレートテクトニクス論はまだまだ仮説に過

ぎない」「小中などの授業にかけるのは時期尚早だ」という意見が教育関係

者から多く出されたことから一時足踏みをせざるをえませんでした。 

1990年代になると日本でも急に地球科学の研究が動き出しました。ウェ

ーゲナーがつき止めることができずに無念の思いをした〈プレート移動の

原動力〉が確証され出しました。また，四万十帯の実証的な研究によって，

日本の地質構造そのものに「プレートテクトニクス論」を裏付ける〈証拠〉

が次々と明るみに出てきたのです。その他，天体観測，GPSによる位置測

定の技術も格段に進み，もはや大陸の移動はリアルタイムに検証できる時

代になりました。さらに DNAなどの生物遺伝学的な研究も大陸移動説を

後押しする時代になってきています。今や大陸移動説（プレートテクトニ

クス論）は, プリュームテクトニクス論（地球熱対流説 )に吸収され, 原子

論的にも〈真理〉と言える時代になりました。この授業書を通してダイナ

ミックな地球科学をお楽しみ下さい。ここに第8版として公表します。 
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◆〈地球の科学〉から《地球のなぞとき》へ 

この授業書では〈 イメージ検証授業 〉として次のことに重点を置きま

した。 ひとつは，ウェーゲナーやギルバートなど，19 世紀の地球科学者

の研究・発見のドラマが共体験できること, そして，大陸の動き, 地球内

部の動きがイメージ化できること，あわせて現代地球科学の醍醐味が味わ

えることです。そのことをふまえてタイトルを〈 地球のなぞとき 〉とし

ています。 生徒さんたちが，目には見えない地球内部の構造をイメージし，

地球科学者たちの研究を体験しながら, 地球の〈 謎とき 〉に挑戦できる

ように試みました。 

この授業書作成については下記の方々のご意見を参考にさせていただ 

きました。2005 唐津大会「地球の科学」分科会参加者のみなさん，2006

琴平大会「地球の科学」分科会参加者のみなさん，科学読み物合同研究会

の高村紀久男さん,井藤伸比古さん，岸勇司さん，幸田正孝さん，それに福

岡県の田中一成さんも特に授業書の内容にアドバイスをいただきました。 

さらに，次の生徒さんたちと教員の方からも感想をいただきました。 

札幌サイエンスアカデミー（豊田泰弘さん）, 室蘭市母恋小学校（吉田

義彦さん）, 福岡県朝倉立高等学校定時制（田中一成さん）, 広島国際学

院高等学校,（大亀信行さん）, 兵庫県明石清水高等学校（宗敦夫さん）,

宇治街角かがく倶楽部（村西正良さん）, 広島県高陽高等学校（嶺川幸人

さん）です。これまでのご意見を踏まえて第７版を公表しました(07,06,15) 

が，やはり「楽しいけれど難しい」というのが全体的な感想でした。 

そこで，さらに下記の生徒さんたちの感想文や検討会の検討記録を参考

に，かなり書きかえ，8版として再発行しました（09,06,30）。 

福岡県朝倉立高等学校定時制（田中一成さん），京都女子高等学校（林

純一さん），島根県雲南市立海潮中学校（花田学さん），茨城県太田第二高

等学校里美校（神永利一さん），福岡・浮朝たのしい授業サークル・小学2

～4年生（田中一成さん）。評価は，いずれもほぼ5か4で，話の内容につ

いては楽しんでくれました。  （ ）内 指導者 

また，盛岡仮説の会，福岡・浮朝たのしい授業サークルのみなさんには

授業書の検討会も持っていただき，難語句の指摘など参考になるご意見を

いただきました。みなさん，ありがとうございました。 

これからも，授業記録など送って下さるとありがたいです。 
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             用意する器具 

◆実験器具,用具 

用具 地球儀 (GEO ﾌﾞﾙｰﾃﾗｰ )， 

100均ショップにある直径10cmの地球儀をいくつか用意し，

子どもたちに手渡すと地球に対するイメージがふくらむ。 

地球儀は，支柱から取りはずし，いろんな角度からながめら

れるようにする。  

地球模型（大） 

 《宇宙への道》などで使用する直径130cmくらいの地球模型 

伏角計 

市販器具は高価なので，希望者にはお貸しします。なお， 

授業書の中で作るオイルコンパス利用の「かんたん伏角計」

でも，伏角がわかります。 

方位磁石，フェライト磁石，磁鉄鉱 

はさみ，色鉛筆，木工ボンド，両面テープ， 

◆参考器具 （なくても授業は可能）  球形磁石 

岩石標本  チャート，溶岩，石灰岩，花こう岩 

地図    海底地図，海溝地図，立体地図も効果的 

◆プロジェクター，パソコン 

授業書にある画像, 資料写真などは見栄えがよくありません。

授業書にある画像は CD に治めています。CD にある画像を拡

大投影すると効果的です。（CDは連絡いただければお送りしま

す） 

◆授業記録など募集 

この授業書案は総合的学習の時間や選択理科, 地理などでできます。

また，街角科学クラブや大人の科学教室などでも可能です。授業記録，

感想文などおよせ下さるとありがたいです。 

      

  連絡先 072-878-7887     ja3aeh@cc-net.or.jp 

                          2009,06,30  

                         西村寿雄 

 

mailto:ja3aeh@cc-net.or.jp
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